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資料 １ 



自己紹介と問題意識 



京都産業大学の取組事例 



■沿革 
  

経済学部 経営学部 法学部 

外国語学部 

コンピューター理工学部 

総合生命学部 

文化学部 

京都産業大学の概要 

■学部構成 

理学部 

現代社会学部 （2017年4月開設） 

■特色 

  
 １年次から４年次まで、文系理系問わず学部・大学院全てが集結した一拠点総合大学。 

 学部学科の交流が学びの可能性を広げ、社会と「共創」するキャンパスで根幹的な力を育成。 

1965年創立し、2015年創立50周年 

 8学部 12,806名 （2016年5月1日現在） 



キャリア形成支援教育 ＝ 「建学の精神」の具現化 

京都産業大学における「キャリア形成支援教育」の位置づけ 

【京都産業大学 第1回入学式告辞】（昭和40年4月21日） 

 本学は産学協同を実践する綜合大学の完成を最終目標と致しますが故に京都産
業大学と名付けました。今や大学は青白きインテリのたてこもる象牙ぞうげの塔で

あってはなりませぬ。 

 現実の産業界と密接な連繋を保ちつつ理論と実際との融合した教育
に依って卒業後直ちに実社会に役立つ実力を身につけ、日本将来の産業界を双

肩に荷負うて立つ、そういう自信に満ちた人材の育成が本学の使命であります。 

創設者 
初代総長 

荒木 俊馬 





大学での学び 社会 

「キャリア形成支援教育」のコンセプト 

むすぶ 

産学協働教育 
（Cooperative and Work-integrated Education） 

【コーオプ教育】 

 「教室での学習と、学生の学問上・職業上の目標に関係する分野での有益な職業体験とを統合する、組織化

された教育戦略。これにより理論と実践を結びつける漸進的な経験を提供する。コーオプ教育は学生、教育機

関、雇用主間の連携活動であり、当事者それぞれが固有の責任を追う」 

（National Commission for Co-operative Education 全米コーオプ教育委員会による ） 

 



世界産学連携教育協会 世界大会開催 



京都産業大学における産学協働教育科目 

インターンシップ科目 

企業人と学生のハイブリッド 

むすびわざコーオププログラム 



インターンシップ科目の種類と特長 

科目名 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ1 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ2 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ3 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ4 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ5 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ6 

特長 

大学ｺﾝｿｰｼｱ
ﾑ京都主催の
INﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで
一般企業で就
業体験を行う。 

大学ｺﾝｿｰｼｱ
ﾑ京都主催の
INﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで
行政機関・
NPO・NGO等
で就業体験を
行う。 
 

本学が独自に
協力を依頼し
た企業・団体
等で就業体験
を行う。 

海外の企業・
団体等で就業
体験を行う。 
 

企業・団体等
が公募するIN
に自ら応募し、
大学が定める
条件を満たし
た学生に単位
を付与する。 

地域に根ざし
た伝統産業を
に担っている
企業等に焦点
を当てフィー
ルルドワーク
を中心に取り
組む 

対象年次 2・3年次 2～4年次 3年次 2・3年次 2・3年次 2年次 

単位 2単位 2単位 4単位 4単位 2単位 3単位 

担当教員 1名 1名 10名 1名 1名 1名 

受講生 3名 15名 226名 14名 12名 14名 

受入 
企業数 

3社 8社 111社 14社 10社 13社 

実習期間 
夏休みに 

2週間～1ヵ月程度 
夏休みに 
1ヵ月程度 

夏休みに 
5日間以上 

夏休みに 
適宜指示 



受講生数の推移と現状 

年度 IN1 IN2 IN3 IN4 IN5 IN6 IN 合計 
2016 3 15 226 14 12 14 284 

2015 1 2 239 13 18 21 294 

2014 6 5 169 11 16 10 217 

2013 6 9 173 9 19 6 222 

2012 12 7 140 9 20 11 199 

2011 11 5 155 10 12 11 204 

2010 11 3 160 12 6 16 208 

2009 7 1 138 11 9 10 176 

2008 11 3 151 15 8 33 221 

2007 15 10 189 17 14 32 277 

計 83 60 1,740 121 134 164 2,302 

【受講生数の推移】 

【IN3受講生数の現状】 
応募者  許可者  許可率  

  男 女 計   男 女 計   男 女 計 

経済学部 65 14 79 経済学部 33 7 40 経済学部 50.8% 50.0% 50.6% 

経営学部 65 48 113 経営学部 33 30 63 経営学部 50.8% 62.5% 55.8% 

法学部 60 23 83 法学部 30 12 42 法学部 50.0% 52.2% 50.6% 

外国語学部 18 55 73 外国語学部 9 28 37 外国語学部 50.0% 50.9% 50.7% 

文化学部 8 20 28 文化学部 3 15 18 文化学部 37.5% 75.0% 64.3% 

理学部 10 3 13 理学部 8 1 9 理学部 80.0% 33.3% 69.2% 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ理工 
学部 

14 4 18 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ理工 

学部 
9 2 11 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ理工 
学部 

64.3% 50.0% 61.1% 

総合生命 
科学部 

7 2 9 
総合生命 
科学部 

5 1 6 
総合生命 
科学部 

71.4% 50.0% 66.7% 

合計 247 169 416 合計 130 96 226 合計 52.6% 56.8% 54.3% 



国内受け入れ企業実績 

年度 受入企業数 参加学生数 

2016 111 226 

2015 115 239 

2014 97 169 

業界 2014 2015 2016 

農・林・漁・鉱業 1 1 1 
建設業 3 2 1 
製造業 15 17 16 
情報通信業 11 10 12 
運輸業 2 3 6 
卸売・小売業 16 27 29 
金融保険業 11 16 14 
飲食店・宿泊業 7 8 6 
医療・福祉 2 2 － 
教育・学習支援業 3 3 3 
複合サービス業 1 1 1 
サービス業 23 23 21 
地方公務員 2 2 1 
合計 97 115 111 

【IN3参加実績】 

【IN3受け入れ先実績】 



インターンシップ科目の課題 

日本インターンシップ学会「槇本記念賞」 
最も秀逸な事例として選定（2015年度） 【優れていると思われる点】 

☀インターンシップを開始してから15年以上（長期間の継続） 

☀教職協働体制（センターによる組織化） 

☀企業との信頼関係の構築 

☀1クラス20名程で事前学習（14コマ）、事後学習（5コマ） 

☀10名の教員（専任7名、非常勤3名）で担当 

【改善したい点】 

☂事前・事後学習のさらなる充実 

☂学部専門教育との連携 

☂就職活動への接続 

☂受講希望学生の拡大（“面倒くさい”マインドの払拭） 

☂受け入れ先プログラムの向上（受け入れ企業との問題意識の擦り合わせと関係づくり） 

☂インターンシップの意義の浸透（教育プログラムとしての位置づけ） 



【期待する効果】 

◆若手社員に対して 

 ・学生とまとめ、解決策を検討することで、リーダーとしてのスキルが身に付く 

 ・プロジェクトマネジメントを経験することで、後輩を教える機会が少ない若手育成に役立つ 

 ・自社の課題を検討することにより、当事者意識が芽生え、自ら考え、行動する癖が付くようになる 

◆学生に対して 

 ・リアルな仕事の流れを経験することにより、組織の仕組み、チームで働くことの意義を体得する 

 ・企業の抱える課題、仕事の成果とは何かを理解でき、自分がやるべきことを考えられるようになる 

 ・中堅・中小企業について理解し、プラス・マイナス両面からその特徴を知ることができる 

内容① ： 企業の課題を共有 
・講義：プロジェクトマネジメント、リーダーシップを学ぶ 
・若手社員が業界、自社について説明し、課題を学生と共有する 

内容② ： 課題の対応策を検討 
・講義：問題解決の手法（分析手法等）、ＰＤＣＡサイクルを学ぶ 
・課題の論理的分析と解決策の検討 

内容③ ： 対応策・実行策の確定 
・講義：問題解決の手法（ソリューションプラン）と実行策を学ぶ 
・対応策とそれに対する実行策の検討 

内容④： 課題へ対応策の発表 
・課題、対応策、実行策をプレゼンシートにまとめる 
・中間発表し、メンターよりフィードバックを受ける 

（2～4年次対象・秋学期開講・2単位・選択科目） 

 企業と大学が協働し、若手社員と学生のハイブリッド（Hybrid：混成）による人材育成プログラム 
 若手社員の職務上の課題を設定し、若手社員１名＋学生３名のプロジェクトチームで、課題への対応策を検

討、提示する 

授業内容 

若手社員10人（10社）+学生30人 

経済産業省「社会人基礎力を育成する授業30選」受賞（2013年度） 

「企業人と学生のハイブリッド」 



社 員 

学 生 

学 生 

学 生 

学 生 

学 生 

学 生 

社 員 

学 生 

若手社員 1名 
（上司・リーダー） 

+ 
学生 3名 

（部下・フォロワー） 



大学にいながら長期の就業体験と 

同じ経験をさせることはできないか？ 

 

問題意識 ① 

「企業人と学生のハイブリッド」 



大学は企業にお願いするばかりではなく 

貢献することができないか？ 

問題意識 ② 

「企業人と学生のハイブリッド」 



学
生
（
就
活~

卒
業
） 

若
手
社
員 

中
堅
社
員 

管
理
職
・
ベ
テ
ラ
ン 

リ
タ
イ
ア
後 

企業と大学が協働して 
人材育成した方がいいのでは？ 

学
生
（
1

～
２
年
） 

問題意識 その２ 

「企業人と学生のハイブリッド」 



学 生 

学 生 

社 員 

学 生 

学 生 

社 員 

学
生 

学
生 

学
生 

社 員 

グループワーク 

チームの課題について若手社員をリーダー、学生
がメンバーとして解決策を検討する。 

【課題例】 
 新人研修のプログラム作成 
 欠品率の減少 
 研修への参加率100％を目指す 
 フィルム商品の販売先の拡大 
 提案奨励金制度における自部門の提出件数増加 

グループ分けに学生の希望は聞かない 
与えられた仕事で成果をいかに出すか 
新入社員のつもりで取り組め 



中間プレゼン：各社にてメンター（上司、人事担当責任者等）に対して 

プレゼン終了後、メンターから厳しい指摘と親身なアドバイス 

若
手
社
員 

上 

司 



若
手
社
員 

学 

生 

学 

生 

学 

生 

最終報告会 



上司 若手社員 学生 



むすびわざコーオププログラム 







産学協働人材育成コンソーシアム 
Japan Consortium of Industry-academia 
Collaboration in Human Resource Development 

 産学協働人材育成コンソーシアムは、

次世代の人材成に関して産（企業・地

域・行政・経済団体等）と学（高校・大学

等）の協働を強化するための場を創設す

るもの。 

 産学、地域の横断的課題等について幅

広く協働し、総論ではなく具体的な実践を

通して、産学協働による人材育成・活用

の継続的な発展・推進を目的とする。 

 設立構想 



Mission 

Value 

Output 

自分に自信、社会に信頼、将来に希望を持つ人材を育成する 

地域社会の活性化に貢献する人材を育成する 

普遍性の高い学ぶ力（「学びへの志」）を持った人材を育成する 

産学協働による人材育成・活用に関する課題に対し、総論ではなく実践

を通して、解決に繋がる成果を創出し、社会に還元する 

産学協働による人材育成・活用の継続的な推進・発展により、 

一人ひとりが生き生きと学び、活躍できる次世代社会の創造に貢献する 



専門人材の役割 

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

専門人材の役割は、インターンシップに関係する企業、学生、大学の三者のニーズをすりあわせ、インターンシップを実施するための関
係性を構築し、インターンシッププログラムを開発・運用・評価すること。そのために、企業、学生、大学のそれぞれに対する複合的な
コーディネート能力が必要とされる。 

インターンシップの流れ 

専門人材の役割 

概
要 

• 実施目的を明確にし三者で共有する 
• 適切なプログラムと研修を設計する 
• 企業の成果目標、大学の教育目標を設定する 

• 実施環境を整備する 
• 事前・中間研修を実施する 
• 実施状況を把握し、適切なサポートをする 

• 三者それぞれにとっての振り返りと評
価を支援する 

• プログラム全体を評価し改善する 

対
企
業 

• 受入企業の開拓 
• 実施目的の確認 
• 成果目標の設定 

• 受入環境の整備 
• 社内オリエンテーション 
• 受入担当者支援 

• 社内報告会 
• プログラムの振り返り 
• 企業評価 

対
学
生 

• プログラム広報 
• 学生募集 
• 学生面談とマッチング 

• 事前・中間研修 
• 実施中の状況確認（日報、面談等） 

• 事後研修による振り返りと評価、
フィードバック 

対
大
学 

• カリキュラム上の位置づけの確認 
• 実施目的・教育目標の確認 
• 事前・中間・事後研修の設計 

• 実施状況の情報提供 • 学内報告会 
• 教育的効果の評価 

開発期 運用期 評価期 

受入企業 
開拓 

導入計画 
立案 

広報 
学生募集 

（マッチング） 
環境整備 

インターン実施 

研修・モニタリング 

振り返り 
評価 

事後フォロー 

これらの役割を果たすために、専門人材には複合的なコーディネート能力が必要とされる。ただし、すべての役割を一人で負う必要はなく、プログラムの全
体設計の中で役割分担をすることも考えられる。 

第２章 専門人材の要件と育成 



プログラム運営上必要な専門人材の実践的能力 

平成25年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

役割 
対象 

項目 知識 
レベル１ レベル２ レベル３ 

企業 学生 大学 プログラムの理解 効果的なプログラムの実施 制度設計、立案、推進 

開
発
期 

 企業開拓 
 プログラム設計 
 広報 

○ 
企業開拓 企業のニーズとインターンシッ

プの効果 
インターンシップの目的や効果を企業に説
明することができる 

実施目的に応じた企業を選定し、大学と
その企業のニーズをすりあわせて参画を促
すことができる 

インターンシップを含む産学協働教育基盤
へ、適切な企業や関係機関の参画を促
すことができる 

○ 
ビジネスコンサ
ルティング 

事業経営やビジネスのフレー
ムワークに関する基礎知識 

ヒアリングシートを用いて企業の状況をヒア
リングすることが出来る 

受入企業の課題を理解し、企業と連携し
て課題解決のための方法を考えることがで
きる 

受入企業の課題を発見し、解決策を提
案するために必要な人的ネットワークの構
築ができる 

○ ○ 

学習システム
構築 

現場での実体験を伴う学習
システムに関する基礎知識 

インターンシップにおける学習のメカニズムを
理解し、学生に説明することができる 

インターンシップにおける学習のメカニズムを
実際の体験を踏まえて理解し、企業、学
生、大学のそれぞれに説明することができ
る 

学習システムを組み込んだインターンシップ
プログラムを大学と連携して設計・運用し、
評価・改善することができる 

○ ○ ○ 

広報スキル 学生に対する広報の手法と、
必要なツールの作成方法 

案件ごとに学生募集のための告知文を作
成することができる 

インターンシッププログラムと個別の案件に
ついて、目的や内容を正確に伝え、学生
の参画を促すことができる 

企業や行政等、学外の関係者に対してイ
ンターンシップの意味や効果を適切に伝え、
産学協働教育への参画を促すことができ
る 

運
用
期 

 プロジェクト 
マネジメント 

 研修運営 
 学生カウンセリ

ング 

○ ○ 

プロジェクトマネ
ジメント 

プロジェクトマネジメントに関す
る基礎知識 

インターンシップの進捗を、受入企業の事
業との関係の中で理解し、学生の行動の
把握と修正支援ができる 

受入企業の事業目標達成のために、事
業の進捗確認と必要な支援ができる 

インターンシップのマネジメントを通して、受
入企業のプロジェクトマネジメントを改善す
ることができる 

○ ○ ○ 

研修設計・ 
運営 

事前事後研修の仕組みと手
法に関する基礎知識 
講義、ワークショップを運営す
るスキル 

定められた手順に沿って、事前・中間・事
後研修の運営の補助ができる 

定められた手順に沿って、実施目的に応
じた事前・中間・事後研修の場を設計・
運営することができる 
 

大学や企業と連携して、効果的な研修を
設計し、大学の教育課程全体を踏まえて、
必要な講義、ワークショップのファシリテー
ションをすることができる 

○ ○ 
学生カウンセリ
ング 

学生のキャリア形成やそれに
至る支援の手法に関する基
礎知識 

学生のキャリア形成や、それに対する支援
に関する知識を理解し、学生に対して説
明できる 

学生の状況をモニターし、必要に応じて実
施目的に合った助言をすることができる 

企業や大学と連携して、学生や若手人
材のモニタリング・カウンセリングの手法を開
発することができる 

評
価
期 

 評価基準の 
策定と運用 
 ○ ○ ○ 

評価 教育的効果の評価手法、企
業の事業・組織・マネジメント
に対する評価手法に関する
基礎知識 

評価項目の意味と必要性を理解し、学
生や企業に対して説明できる 

与えられた評価指標に基づき、学生の体
験や教育的効果、プログラムの内容を評
価できる 
 

大学と連携して実施目的に応じた学生評
価の項目を作成し、実施することができる 
事業、組織の観点からの企業の評価をす
ることができる 

第２章 専門人材の要件と育成 

専門人材が有するべき実践的能力としては①企業開拓、②ビジネスコンサルティング、③広報、④プロジェクトマネジメント、⑤研修の
設計と運営、⑥学生カウンセリング、⑦評価、といったものがある。実践経験の中で身につくものも多く、それぞれの能力について、当初
低いレベルにあっても、開発方針を明確にして現場での実践を繰り返すのが望ましい。 



専門人材は、 

 

どのような人を対象に？ 

誰（どこ）が、どのように育成するのか？ 

育成できたとしても、活躍の場は？ 



大学の内部人材（教職員）を対象とした専門人材研修会の実施 

 大学の外部人材を対象とした専門人材研修は散見される。そして、多くの場合、マッチングの方法、

事例紹介といった内容が多い。 

 大学教育として実施するのであれば、大学の内部人材が専門的な経験・知見を高める必要があり、

その経験値・ノウハウは大学内部に蓄積していく必要がある。 

 大学教職員の場合、インターンシップ等の担当はジョブローテションの一環であり、5年も10年も担当

することはあまりない。そのため、担当期間中に教育効果を高めることはもちろんであるが、産学協働

教育という観点から大学教育を捉え直し、大学教育の向上・改善を図り、自らも「大学で働く」とい

う職業人としての捉え直すことが重要。 

 研究会、試行的研修会（これまでに2回）を重ね、【基礎編】【実践編】プログラムを完成。2016年

度に【基礎編】【実践編】を各1回開催し、次年度から本格的に研修会を実施していく。 

   



産学協働教育基盤の構築とネットワーク化 

平成25年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」  

第３章 産学協働教育基盤の構築と専門人材の配置 

全国レベルの産学協働教育基盤は、インターンシップを含む多様な産学協働教育の取り組みに関する各地域での先行事例を核に、
プロセス整理と資金面・情報面の支援を行うことで規模の拡大とネットワーク化を図る。 

モデル・ノウハウの移転 全国ネットワーク化 

NPO等 

大学 

業界団体等 

行政、金融機関等 

評価 
プロセス整理 

資金・政策の支援 

情報と場の提供 

地域の基盤間の 
相互作用 

さまざまな主体による 
インターンシップ、留学、ボランティア、PBL等の 

多様な産学協働教育の先進事例 

教育的効果の高いインターンシップ普及推進シンポジウム・・・産学協働教育基盤全国ネットワークのプロトタイプ 
（2014年2月9日 開催） 
インターンシップを中心とした実践教育、キャリア教育などに関心のある大学関係者約140名が参加。 
午前に先進事例の共有分科会を行い、午後には参加者全員で教育的効果の高いインターンシップについてワークショップ形式
の議論を行った。 

 インターンシップの専門人材としての育成プログ
ラムと現場での活動を、企業人材のOJTの場と
して活用することで、企業の人材育成や採用
の改善に寄与しつつ専門人材の安定確保を
図ることも可能 







 株式会社クレディセゾン × 実践女子大学 

大学の場を活用した社員研修プログラム 

単なるゲスト講師としてキャリア講話的
に話すのではなく、メタの視点から経験
学習サイクルで自らの仕事を捉え直し、
価値を語る、学生が深いところまで理解
ができるようストーリーで語る 

事前研修 事前学習 

合 同 授 業 

事後研修 事後学習 

仕事の価値、働くといった企業活動の本
質を考え、これからどう学び、社会人と
してのあるべき姿を具体的に創り上げ、
企業理念、建学の精神、自らの生きがい
や働き甲斐、即ち「MISSION」を明らか
にする 

+ + 

+ + 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwixlJ_hjpHPAhVC62MKHUdtC-oQjRwIBw&url=http://word-sharing.com/katei-ryouritsu/%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E3%82%AF%E3%83%AC%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%BB%E3%82%BE%E3%83%B3/&psig=AFQjCNGoYuRI7Oop6oJRV0XaypX14FKbXg&ust=1474020017804024
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://pbs.twimg.com/profile_images/541160295570219008/LyvoxoO0.jpeg&imgrefurl=https://twitter.com/jissen_2015&docid=xZoF8R6Pax-0-M&tbnid=RHdDp99Fw7gaLM:&w=395&h=376&bih=769&biw=1536&ved=0ahUKEwi-lfH3jpHPAhUN1WMKHbKmBP44ZBAzCAIoADAA&iact=mrc&uact=8


３．学生を成長させるだけではダメ。企業や地域も変えていく。 

４．「個社完結型『採用・育成』システム」から「社会協働型『育成・活用』システム」へ 

５．予定調和的なプログラムの危うさと錯覚 

６．関わる大人の「熱・根・感」 

これからの産学協働教育に求められること（思うこと） 

最後に 

２．キーワードは、「さらす」と「口を出す」 

１．とにかく、具体的事例を創り出し、積み重ねていく。 



⇔ 

産学協働教育 
（コーオプ教育） 
プログラムの 
コンセプト 

大学へのニーズ 
企業の課題 

大学 企業 

情熱 感性 根気 

明確なコンセプトの発信 
（何をしたいか、どうなりたいか） 

１．教育プログラムのコンセプトを明確にした上での協力依頼 
①企業協力担当者（中心となる人物）を動かせる明確なコンセプト 

  （企業のニーズ・・「今、何が求められているのか」洞察・現状認識・需要の対応・創造） 

②プログラム目的（なぜ、どうして？） プログラムへの強い意志（何をしたいのか、どうしたいのか）完成・

ゴールイメージの発信（どうなりたいのか） 

２．ネットワークの妙 

  （日頃のコミュニケーション） 
①大学と関わる人的＜個人＞ネットワーク・バックボーン

を重要視。 

②企業ニーズに対する提案と教育効果への想い 

 を伝える＝情熱・感性・根気 

 （学生教育の効果性とプログラムの有効性の 

  視点で、積極的なアプローチを展開する） 

大学に関わる 
ネットワークの構築 

関わる大人なの「熱・根・感」 



ありがとうございました。 
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